




要約 1.5q11 一 q12 に座位がある Ange1man 症候群(AS)の DNA 出生前・早期診断法を確立す

るため、染色体 15q11 ・ q12部分を顕微鏡下でmicrodissect し、次いで Nsp(7524)1 で切

断し、切断端に相補的な oligonucleotide を primer にして PCR を行い、pUC19 の EcoR1

部位に組み込み cloning を行った。クローン p15NJ4 を用いたサザン分析では、9 例の AS

中 2 例で欠失パターンを示したが、同部位に座位がある Prader-willi 症候群(PWS)患者 48

名では正常の 2 コピーの遺伝子量を示した。このことは、(1)AS と PWS の座位は異なって

いることを示唆し、(2)このプローブはAS の診断に有用であることを示す。


